
一慎師い。むうかしいＡ剛̈

何
度
　
何
週
　
ま
た
―
―
い
く
ら
。

何
月
何
口
　
い
く
つ
―
月
　
０
１
い
く
つ

右
の
手
て

「
い
く
つ
」
即
ち
右
の
手
の
嗣
指
よ
り

頑
に
折

っ
て
行

っ
て
、
０
　
の
月
を
表
わ
し
て
、
そ

の
下
に
更
に

「
い
く
つ
」
を
手
ま
ね
す
る
。
こ
の
場

合
、
■
月
」
の
表
コ
を
省
い
て
よ
い
。
右
の
手
を
上

に
、
左
の
手
を
そ
の
下

に
し

て
　
同
時
に

「
い
く

つ
」
を
す
れ
ば
よ
い
。
勿
論
上
の
有
の
手
は
月
を
下

の
左
の
手
は
日
の
心
得
。

０
二
月
五
日
　
一千
二
月
の
―
五
。
ま
た
、

「月
」
を

省
い
て
、
右
手
で

「
三
」
を
表
わ
し
、
そ
の
下
に
左

手
で

「
五
」
を
表
わ
す
。

Ｏ
元
二

（
一
月

一
日
）

一
―
月
―

一
。
ま
は
た

一
―

一

。

ニ

似
合
う
　

「適
す
る
」

「
叶
う
」
と
同
０
手
ま
ね

課
や
か
　

「
公
旧
」
と
同
じ
要
領
て
ま
わ
す
。
人

々
の
征
来
は
げ
し
い
こ
と
。

憎
む
　
世
を
た
て
に
山
げ
て
た
手
を
強
く
Ｅ
り
拳

に
し
て
、
空
間
を
叩
た
く
よ
う
に
運
動
さ
し
な
が
ら

前
に
突
き
出
す
。

肉
身
　
頼
肉
を
人
差
指
と
親
指
で
二
度
ば
か
り
つ

ま
み
、
二
情
の
指
頭
を
合
わ
せ
て
前
方

べ
引
き
出
す

逃
げ
る
　

「ｍ
走
」
と
同
じ
手
ま
ね
。

虹
　
右
手
の
掌
を
下
に
向
け
指
頭
を
左
に
さ
し
た

割
指
と
人
差
と
中
Ｆ
の
二
指

（
ｔ
の
な
即
ち
ｔ
●
）

で
離
い
ら
」
‐ へ
蜘
数
Ｍ
に
。（
い
ろ
い
ろ
）

曰
限
　
約
束
―
何
月
何
曰

日
常
　
普
通
―
毎
日

‐ 190-―-191-

曰
没
　

「責
昏
」
と
同
じ
．

自
燿
曰
　
左
の
事
の
上

へ
右
の
手
口
を
上
に
し
た

箋
を
ば
ん
と
叩
た
き
降
す
。

日
光
　
太
陽
―
照
ら
す
。

日
当
　
一
日

終^
日
）
―
骨
折
―
収
入
。

二
借

　
「
一
月
」

「
そ
の
上
」
と
同
じ
手
ま
ね
。

二
狡
舌
　
着
手
の
掌
を
た
側
に
し
指
頭
を
■
に
さ

し
た
人
差
指
と
中
指
。
人
才
指
の
方
を
口
底
に
十
字

に
つ
け
て
か
ら
　
く
る
り
と
掌
を
内
側
に
し
て
二
指

共
に
口
属
に
つ
け
る
。

荷
物
　
０
　
荷
物
を
片
手
に
提
げ
る
身
振
。
い

市
惨
を
背
負
う
身
振
．

入
学

　

「学
技
」
の
手
ま
ね
を
し
て
、

「
就
聯
」

と
同
じ
要
領
　
即
ち
た
手
掌
の
上
に
五
指
の
指
頭
を

集
め
合
わ
せ
た
着
手
の
そ
の
指
頭
を
つ
け
、
一回
す
を

そ
の
ま
ま
前

ヽ
出
す
。

人
費
　
必
要
―
金
銭

似
る
　
同
じ
―
よ
う
な
。

二
塁
手
　

「
一
亀
手
」
と
同
じ
要
領
て
右
手
の
人

差
指
て

「
二
」
を
表
わ
す
。

鷹

　

「雇
国
」
と
同
じ
手
ま
た
。

喘
　
五
僣
の
指
頭
を
上
に
さ
し
掌
を
左
側
に
し
た

右
手
の
親
指
の
指
頭
そ
額
に
つ
け
、
五
指
の
指
頭
を

上
に
さ
し
掌
を
●
側
に
し
た
左
手
の
親
指
を
頸
に
つ

け

（右
手
は
鶏
の
と
さ
か
）
―
―
鳥

犠
か
に
　

「急
に
」
と
同
じ
手
ま
ね
。

口
可

　

「許
可
」
と
曰
じ
手
ま
ね
。

人
気
　
男
性
載
は
女
性
を
表
わ
し
た
そ
の
位
置
に

向
っ
て
、
寧
を
下
に
向
け
た
五
指
を
き
し
両
両
を
そ

れ
へ
集
め
て
行
く
。
人
々
の
注
意
、
人
気
が
集
ま
る

の
意
。
人
国
　
人
　

「
人
間
」

「
人
」
と
云
う
人
格
的
鶴

念
の
場
合
、
人
差
渭
で

「
人
」
と
空
間
に
文
字
を
書

く
が
よ
い
。
こ
れ
は
文
字
と
は
云
え
、
模
写
身
振
の

手
ま
ね
で
あ
る
。
ま
た
、
■
の
人
差
拍
ｔ
左
の
人
差

指
て
、

「
人
」
の
文
字
形
に
交
り
合
わ
せ
る
が
よ
い
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